
デジタルを活用したつくば市の
STEAM教育の取組について

つくば市
政策イノベーション部科学技術戦略課



本日のご説明内容

①地域資源と地域住民をデジタルを活用して結び付けた

つくば市の取組事例

②実施体制

③直面した課題と講じた対応策

④地域資源の活用にあたって大切なこと

⑤横展開の可能性
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科学技術のまち

市の人口

20,000人

150

8,000人

研究機関

研究従事者

博士号取得者

（144の国と地域）

13,853人 在留外国人

260,113人（令和６年12月１日現在）

東京駅から約１時間、成田国際空港から約１時間

つくば市の紹介

財政規模

1,118億円（令和６年度当初、一般会計）



4

取組内容の紹介動画（Youtube）
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つくば市が活用した地域資源

ヒト
（研究者）

コト（研究成果）

モノ
（大学・研究機関）

次代を担う子供たちの教育のために
研究学園都市の科学技術リソースを
デジタルを使ってつなぐ！



体験型科学教育事業「つくばSTEAMコンパス」
つくば市は、次世代を担う子どもたちが、論理的思考や批判的思考により物事を多角的に捉える能力を

伸ばすことで「未来を生きるための思考力」を育成することを目的に、市内大学・研究機関・企業等に所
属する研究者と協力し、体験型科学教育事業「つくばSTEAMコンパス」を実施しています。

「つくばSTEAMコンパス」 取組内容

STEAMコンパスポータルサイト上に、こど
もたちから寄せられた疑問を随時受け付け
るコーナーを設け、つくばの研究者の方々
に回答していただいています。

STEAMイベント情報の発信

オンラインの質問コーナー

市内の大学・研究機関等が個別に発信し
ていたイベント情報をポータルサイトに
まとめて、一元的に発信しています。

協力研究者

本事業の趣旨に賛同いただいた市内大
学・研究機関・企業等に在籍する（在籍
していた）研究者の方々にご協力いただ
いています。 「つくばSTEAMコンパス」ポータルサイト

https://tsukuba-steam.com/

デジタルを活用した取組事例の紹介①
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デジタルを活用した取組事例の紹介①

「つくばSTEAMコンパス」ポータルサイトが目指す姿
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「つくばこどもクエスチョンオンライン」

背景：2020年３月、新型コロナウイルスによる臨時休
校中、市ではこの期間を「ものごとをじっくり考える
ことができる好機」と捉え、研究者等と連携すること
により、児童生徒への継続的な学び支援をオンライン
で実施した。
対象者：市内小学生
内容：「研究計画書」の様式を市が提供し、自由研究
の支援を行った。児童生徒は研究計画書作成過程で分
からないことを協力研究者に質問することができる。
また、児童生徒から届いた質問を、協力研究者が
YouTubeで回答する等、視覚的にも学びの機会を創出
した。さらに、市に提出された研究計画書の中から、
協力研究者イチオシの「つくば研究者賞」を選出した。

【つくば研究者賞受賞作品表紙】
低学年の部 高学年の部 【YouTube配信の様子】

[出演者：左から]
長屋和宏氏(国総研)
荏原充宏氏(物材研)
髙橋将太氏(高エネ研)
下村正樹氏(産総研)
一ノ瀬俊明氏(国環研)

※所属先は当時

デジタルを活用した取組事例の紹介②
【協力いただいた研究者】31名



Microsoft Teamsを活用した継続フォロー体制（学校教育）
探究学習の過程で児童・生徒が疑問に感じたこと、助言をもらいたいと思ったタイミングで、研究者と
コミュニケーションを取れるよう、GIGA端末のMicrosoft Teamsを活用し、児童・生徒と研究者が参加
するチームを設置。
研究者が直接学校に出向かない期間についても継続フォローできる体制を構築。

← 児童からの質問

← 研究者からの回答

【参考】

Microsoft Teams上で展開された
児童と研究者のやりとりの例
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デジタルを活用した取組事例の紹介③
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つくば市 知見を有する
事業者

地域の研究者

実施体制

公募型プロポーザルで選定

【参考】委託費の規模
2018年度（H30）：約790万円 2021年度（R3）：約700万円 2024年度（R6）：約690万円
2019年度（R1）：約1,200万円 2022年度（R4）：約400万円
2020年度（R2）：約830万円 2023年度（R5）：約570万円
※19-21年度は地方創生推進交付金、23年度からデジタル田園都市国家構想交付金を活用

事業に協力いただける
研究者をリクルート

市も大学・研究機関と
の協力関係を活かして
リクルートに協力

【委託内容】
・企画
・イベント実施運営
・授業実施
・教材作成
・ファシリテーション
・協力研究者の確保

etc…
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直面した課題と講じた対応策

最適な委託事業者をどう選定するか

事業フェーズの目的に応じて、期待する知見を有する事業者群からのエントリーが見込める
よう、公募要領と仕様書に規定する参加資格要件、委託内容の書き方を工夫

（例）事業立ち上げ期：新規性のあるトータルの企画力を重視
新型コロナ禍期：オンラインを活用したイベントの企画力、実現力を重視
学校教育への導入期：新しい探究活動のデザイン力を重視
学校教育への拡大期：教育事業の実績、ファシリテーター等の人材力を重視

協力研究者の裾野をどう拡大していくか

委託事業者任せにせず、市も一緒に汗をかく
大学・研究機関との日ごろからの関係性をフルに活用し、広報部門からアプローチ
ホームページ等の情報を頼りに個別に直接アプローチ
研究者からの紹介

事業の持続性（予算確保）をどう担保していくか

企業版ふるさと納税制度を積極的にPRし、寄付を獲得
（2023年度は国費支援分を除いた事業費のほぼ全額を寄付で確保）
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地域住民が何を望んでいるか

地域資源を何に活用して欲しいか、住民が何を望んでいるかを特定することが不可欠

地域資源の活用にあたって大切なこと

Ｑ：市内大学・研究機関・企業などに期待することは？

（出典：令和３年度 つくば市の科学技術振興に関するWebアンケート）



横展開の可能性

つくばの科学教育リソースの活用

デジタルを活用することで、「時間」「空間」「地域」を超えて、
どこからでもつくばの科学教育リソースを活用することが可能に

新しい学びの方法論として応用

ポータルサイトでの情報発信、デジタルツールの活用といった方法論はそのままに、
地域特有の人材リソースを当てはめて、デジタルを活用した新しい学びの形として応用
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ご清聴ありがとうございました


